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第1章　 緒 言

生体の成長発 育を促進 し,視 紫紅生成の主

役を演 じているビタ ミンA(以 下V. Aと 記

す)の 代謝 については,肝 臓お よび網状織内

被細胞系(R. E. S)が 密接 な関係を有 してい

ることは諸家の認め る ところであ る.第1編

および第2編 で 述 べ た ご とく,ビ タ ミンC

(V. C)代 謝 もまた肝臓,副 腎お よびR. E. S

の機能に制約 されていることは明 らかであ る.

さすればV. AとV. Cと は上記の ごとき 体

内臓器組織を介 してなん らかの機能的関係 を

有 していることは当然考え られ ることであつ

て, V. A投 与に よつ て血液 内および皮膚内総

V. C量 に変動が起 るな らば,そ れに より該関

係の一端 を うか がい得 るか も知れぬ と考え本

実験を行つた.

第2章　 実 験 方 法

実験動物は前編同様体重2kg前 後の 白色雄

性家兎を用い,採 血,採 皮の条件およびV. C

定量法 も前編 と全 く同 じであ る.

負荷V. A剤 としてはChocola A(日 本衛

材)の ビタ ミンDを 含んでいない10万 単位包

装の ものを使用 した.投 与法 としては家兎臀

筋内数 ケ所にわけて注射 した.そ して注射後

1, 2, 3, 5, 10, 24時 間 と劃時的 に採血採皮

を行 い,血 液 内お よび皮膚内の総V. C量 を

測定 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 ビタ ミンA10万 単位投与 の場合.

第1表 お よび 第1図 に示 す 如 く,血 液 内総

V. C量 は,注 射 後1時 間 で は ほ とん ど変化 な

く,2時 間 後 に や ゝ増加 して7.7%, 3時 間

で 最大 の28.8%, 5時 間 で急 激 に減 少 して

6.4%の いず れ も増 加率 を示 す が10時 間 で は

ほ とん ど旧値 に復 してい る.

皮膚 内 に おい て は, 1時 間 で はや は り大 き

な 変化 は 見 られず わ ずか に3.1%の 増 加率 を

示す.2時 間 で は8.3%の か えつ て減少 率 を

示 してい るが,こ れ は1例 が いか な る理 由か

らか30.1%と い う大 きな減 少 率 を示 したた め

で あつ て,他 の2例 は10%内 外 の増 加 を来 た

してい るか ら,本 来 な らば わず か な が ら増 加

を示 す ものか も知れ な い.次 に3時 間 で6.9

%増 加,そ して5時 間 で は血 液 の場 合 に3時

間 で 最大 の増 加 率 を示 した もの が急 激 に減 少

して来 るの と丁 度 反対 に,こ の時 最 大 の増 加

率12.9%と な り,以 後10時 間 で大 体 もとの値

に戻 つ て い る.

第2節　 ビ タ ミンA100万 単 位投 与 の場

合.

第2表 お よび第2図 に示 す よ うに,血 液 内

の総V. C量 はす で に注 射1時 間 後 に最 大 の

増 加 率38.2%を 示す.そ して2時 間 後 に は

17.9%,3時 間 で22.9%と 次第 に 増 加率 は低

下 し, 5時 間 に 至 る と急 激 に減 少 してか え つ

て3.3%の 減 少 率 を示 す.以 後10時 間-4.9%,

 24時 間-2.0%と 大体 旧 値 に近 い値 を とる よ

うで あ る.

皮 膚 内 にお い ては, 1時 間2.1%, 2時 間

9.4%, 3時 間19.1%と 順 次増 加 し て行 つ て,

前節 同様 一度 増 加 して いた 血液 中の総V. Cが
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急激に減少す る5時 間後に

最大の増加率38.5%を 示す

が,こ の場合 もやは り前 と

同 じ く10時 間後 にはほ とん

ど旧値 に近い値 で3.5%の

減少率 となつている.

第1表 　 ビタ ミンA(チ ョコラA)10万 単位注射 した場合におけ る総V. C量 の消長

第1図 　ビタ ミンA10万 単位注射の場合におけ る

血液 内お よび皮膚内総V. C増 減率曲線

――血 液 内

-----皮 膚 内

第4章　 総 括並に考按

V. Aの 生理作用に関 して

はすでに幾多の研究業績が

発表 され てい るが,一 般に

認め られてい るところでは,

魚類,鳥 類,哺 乳類等の正

常発育には必要欠 くべか ら
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ざるものであ り,妊 娠 中には特に多量のV. A

を必要 とする.そ してV. Aの 欠乏症 として最

も著明な ものは所謂乾燥性眼炎および夜盲症

であつて,そ の他 皮膚の変

化 とか,諸 種の伝染病に罹

患 し易 いとか,ま た佐々木

氏1)な どは蛔虫の感染率を

著 し く高上せ しめ ると言つ

ている.氏 に よればその原

因はV. A欠 乏に より胆汁 の

分泌が減少す るため と言 う.

とにか くV. Aが 生体のあ ら

ゆ る生活現象 に他 の ビタ ミ

ン同様非常 に重要な意義を

もつ てい る ことは な ん ら異議 のな い と ころ で

あ ろ う.ま た 動物 が摂 取 したV. Aの 体 内 に お

け る分 布 に つ い ては, Shermanお よびBoyn

第2表 　 ビタ ミンA(チ ョコ ラA)100万 単位 注 射 した 場合 にお け る総V. C量 の 消 長

第2図 　 ビタ ミンA100万 単位 注射の場合におけ る

血液 内お よび皮膚 内総V. C増 減率曲線

―― 血液 内

----反 膚 内
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n
ton２)は鼠で筋 肉のV. A含 量を1と すれば 肺

臓 お よび腎臓は40,肝 臓は200～400で あ ると

言 い, Daviesお よびMoore3)は 臓器のV. A

含有量は肝臓 に最 も多 く,他 の臓器には著 し

く少 い と言 つてい る.さ らにMoore4)は 事故

で死んだ人で しらべて人の肝臓1gに つ き平

均220単 位のV. Aを 含む と発表 してい る.肝

油がV. Aを 多量に含んでいる ことも周知の事

実であ る.と にか くV. Aの 体内におけ る最大

の貯 蔵庫が肝臓であつて,V. Aは この肝臓機

能 と密接な関係を有 しなが ら,必 要に応 じて

体内諸臓器組織に移 動す るものである ことに

もまた異論はないのである.

つ ぎにV. A過 剰投与に関す る文献では,池

垣氏5)は 動物にV. Aを 連 日投与 した場合肝臓

はあきらかにV. Aを 一定度迄固定保持す る能

力を有 しているが,種 々の肝臓毒で肝 実質細

胞 を障碍す る時は,肝 のV. A固 定保持作用は

減弱す ると言つている.Lasch u. Roller6)は

肝臓のR. E. Sの 封鎖に よつて肝臓のV. A貯

蓄能力が低下す るとい う事実か ら,V. A過 剰

投与時 にはV. Aは まず全身特に肝網状織内被

細胞 たる星芒細胞系に類脂肪体の増加を来た

しもつば らこの内に沈着増加する ものであつ

て,肝 実質細胞 とV. Aと は何等関係 はない と

述べている.し か し丸野氏7)は 家兎にV. A過

剰症を起 す と病理解剖学的に著明な変化があ

る.す なわ ち肝,腎,脾 および心臓には欝血,

点状出血の他,特 に肝臓,腎 臓には脂肪変性,

また間質結締織お よび小胆管の増殖がある.

そ して これ らの変化はV. A過 剰症の軽重に比

例 していると言 う.な お前記池垣氏は,家 兎,

海〓に対するV. Aの 連 日投与 で,一 定 量では

肝臓の 色素排 泄機能 を亢進させ るが,そ れを

超過す る時 には逆に障碍する.さ らに肝臓 の

解 毒作用 ことにサン トニ ン酸 曹達処理機能 を

一定量では促進 しそれ以上 では逆に障碍 し,

そのほか肝臓の 含水炭素処理能お よび脱 ア ミ

ノ機能についても同様の関係にあることを証

明 した. Thiele, Nemitzは 尿 中のV. A排 泄は

肝臓お よびR. E. S機 能 と密接な関係を有 し

てい るけれ ど, R. E. Sが正常であれば肝機能

が障 碍 され て もV. Aは 必ず し も尿 中 には現 わ

れ な い.こ れ に 反 し,R. E. Sの 機 能 のみが

障 碍 され た時 で も尿 中にV. Aを 検 出 し得 る と

報 告 して い る.工 藤 氏9)も 諸 種 の 薬 品 で

Kupffer星 状 細胞 を 填塞 して お いてV. Aを 負

荷 す る と,V. A摂 取能 が いち ぢる し減 少 す る

と述 べ てい る.以 上 よ り考 え てみ るの にV. A

は 主 と して肝 臓 のKupffer星 状 細胞 に摂取

され, R. E. Sと は親 和性 を有 してい るが肝実

質 細 胞 とはあ ま り関係 が ない よ うに 思わ れ る.

そ して前 記 丸野 氏 のほ か にAgduhr, Collazo,

 Wendt等 も言 うご と く, V. Aの 過 剰 投 与 は

生体 内諸種 臓 器 の機 能障 碍 を あ る程 度起 す も

の のよ うであ る.

と ころでV. Cと 肝 臓 お よびR. E. Sと の関

係 につ い て は第1編 お よび第 Ⅱ編 に おいて く

わ し く述 べ た ところで あ るが,V. Cは 生体 組

織 の 機能 発 現 に非常 に大 きな役 割 を果 して い

る もので あ り,家 兎 に おい て は肝臓 その他 の

臓 器 で合成 され,血 液 に よつ てR. E. Sの よ

うな 他 の組 織 に運 搬 され て 消費 され る もの で

あ る.そ して 諸家 の 報告 に よれ ば,肝 臓 の機

能 障 碍 が あれ ば各 種 臓 器 のV. C含 有 量 は減少

し,R. E. Sの 填塞 に よつ て 反つ て増 加 の傾 向

を示 す もの ゝよ うで あ る.と す れ れ ばV. Aと

V. Cと は肝 臓 お よびR. E. Sの ご とき臓器 組織

の 機能 を 介 して な ん らか の相 関 々係 を 有 して

い る と考 え るの もあな が ち無 理 では あ るまい.

さ らにRoller10)は 糖 尿 病患 者 にV. Aを 多

量 に投 与 す る程 尿 中糖 の 排泄 が 多 くな り,反

対 にV. Cを 投 与 す る と糖 の排 泄 量 は投 与 した

V. Cの 量 に反 比例 す る こ とを認 めて い る.ま

たLotzeはV. Cを0.5%の 割 合 にLebertran

に 混合 した溶 液 で時 間的 にV. C量 を測定 した

と ころ, 3時 間後 にお い てす で にV. Cの 急 激

な減 少 を認 め, 48時 間 後 に おい ては ほ とん ど

零 とな つ てい る こ とを 知 り, V. AとV. Cと は

拮 抗 作 用が あ つ て過 剰V. Aの 存 在 ではV. Cは

破 壊 され る もの で あ る と報告 して い る.西 沢

氏12)は 牛乳 中のV. Cは 一 定 量 以下 のCarotin

に よつて は安 定 で あ るが,過 量で は反 つて不

安定 にな る と言 う.
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つ ぎにEuler, Klussmann13)は 白鼠 に毎 日

甲状腺 ホル モ ンであ るThyroxin 10γ を 注 射

す る と,新 陳 代 謝 が急 に旺 盛 とな つ て, 1週

間後 体重 が81g減 少 したが, Thyroxinと 同

時 にCarotinを2.5γ 毎 日投 与す る と体 重の

減 少 はな い と述 べ, Abelin14)は 甲 状腺 を 多 量

に モル モ ッ トに与 え る と肝 臓 中 にV. Aが な く

な る と言 う　 またWendt15)は バ セ ドー氏 病

の進 行 した 患 者 の血 液 中に はV. Aは 存 在 す る

がCarotinは 皆 無 で あ つた と言 い, Fasold u.

 Heidemann16)妹 山 羊 の乳 汁 につ いてCarotin,

 V. Aと 甲状 腺 との関 係 を 明 らか に したの で あ

るが,そ れ に よる と,普 通 の 山 羊乳 は 白色 で

その 中にV. Aを 含 んで い るがCarotinは 含ん

でい な い.と ころが この山 羊 の 甲状 腺 を 手術

的 に除 去す る とその 乳 は淡 黄色 を帯 び て き て

その中 にCarotinが 検 出 され る.こ れ に対 し

Thyroxinを 注射 す る と乳 は 再 び 白 色 とな る

が,注 射 をや め る と黄色 乳 に な る と述 ぺて い

る.な おAbelin17)は 白鼠 に一定 量 の 甲状腺 製

剤 を毎 日投 与す る と呼 吸率 が40日 間に 段 々増

加 して行 つ て50%に も達 したが,甲 状 腺製 剤

と同時 にV.Aを 与 えた もので は,そ の 呼 吸率

が27%よ り増 加 しなか つ た と報 告 してい る.

す なわ ちThyroxinとV. Aと は 互 に拮抗 作 用

があ り, CarotinがV. Aに 変化 す るため に は

Thyroxinの 存 在 が 必 要 で あ るけ れ ど も,出

来 たV. AはThyroxinの 作 用 を抑 制す る と鈴

木 氏 も言 つ てい る.

 と ころでThyroxinとV. Cの 関 係 につ い て

は諸 家 の成 績 は必 ず し も一 致せ ず, V. Cが

Thyroxinの 作 用 を 増強 せ しめ る と説 くもの,

反対 に抑 制 す る と言 うもの,ま ち まちで あ る

が,小 上 馬,西 野 両氏ls)はV. Cは 甲状 腺 に 対

しそ の機 能 を 抑制 し,ま たThyreoidinに よ

る甲 状 腺 機 能 を抑 制 す る と言 う. Plaut u. 

BUlow19)は 家 兎に 対 し, Thyreoidinを 毎 日

1.0g宛 約1週 間投 与 して血 液 内V. C量 は 増

加 した が,各 種臓 器 中のV. C量 は 著明 な 減 少

を 見て い る.そ して特 にV. Cを 豊 富 に含 有 す

る臓 器程 減 少 率 が大 で あ る こ とを 知 つ た.こ

れ はThyreoidinに よつて 新陳 代 謝 の亢 進 を

来 た し,副 腎 また は脾 臓 におけ る貯 蔵V. Cを

誘 導 してV. Cを 必要 とす る臓 器 に輸 送す るた

めに血 液 内V. Cの 増 加 を招 来 す る もの と考 え

た.と ころが 森加 氏20)は 家 兎 にThyroxin 1.0g

宛5日 間 投 与 した後 血 液 中のV. Cの 減 少 を認

め,ま た 甲 状腺 剔 出に よつて も24時 間 後 に血

液 中V. C量 は著 明 な減 少 を 見た.そ して これ

にThyroxin 1.0を 投 与 した と ころV. Cは 漸

次 増 加 を始 め2～3時 間で 最高 とな り大 体 手

術 前の値 に戻 るが,後 再 び 減 少 して24時 間 後

に はThyroxin投 与 前に 比 しさ らに減 少 を示

す と言 い,川 瀬,並 河 氏等 は家 兎 体内V. Cの

消 長 は眼 房 水 中のV. C定 量 に よつ て窺 知 せ ら

れ る もので あ る ことを指摘 し,そ の 眼房 水 中

のV. Cは 肝機 能障 碍 に よつて 減 少 し, R. E. S

の填 塞 に よつ て は反 つ て増 加 の傾 向 を 示す こ

とを 述 べた が,さ らにThyroxin 1.0g 5日 間

投与 後 眼房 水 中 のV. C量 は約 半 分 に減 少 した

と報 告 して い る. Altenburger21)はV. Cは

Thyroxinに よつて 高 め られ た 肝 臓 内に おけ

るGlykogenの 分解 を 抑制 す る と言 つ てい る.

ところがPaal u. Brecht22)はThyroxinを

投 与 す る と体 内 のV.Cは 増 加 す る と言 う.伊

藤 氏23)はThyroxin 0.5cc pro kilo注 射 に よ

り家 兎の 血液 中総V. C量 は1時 間 で33.2%の

減 少 を 見, 2時 間7.4%, 3時 間20.0%と 増

加 し,5時 間 で再 び 減少 し始 め24時 間 で正常

値 に戻 り,皮 膚 内総V. C量 は1時 間17.5%,

2時 間34.7%の 増 加 率 を示 し,3時 間 で減 少

し始 め5時 間で 正常 値 に戻 る と言 う.そ して

甲状腺 ホル モ ンは 生物 体 内の 一 般新 陳 代 謝 を

亢 進せ しめ,そ の 結 果各 種 臓器 組 織 にお い て

その 新陳 代 謝 に関 与す るV. Cの 消費 が 昂 ま り,

 V. Cは 各 臓器 あ るい は 組織 間 を移 動 す る もの

で あ る と述べ て お り,ま た 和 田 氏24)は 家 兎 の

甲状腺 を 剔 出 して血 液 内 お よび 皮膚 内総V. C

を 測定 して い るが,氏 は 甲状 腺 剔 出 に よ り新

陳 代謝 が 低 下す る と共 に 家兎 体 内 で のV. C合

成 能 力 も減 弱 す るけ れ ど,そ の消 費 量 も減 少

す る.こ の2つ の 異常 か ら体 内V. C含 有 量 に

不平 衡 を きた し,一 時 的 に は血 液 内 お よび 皮

膚 内 の総V. C量 は 増 加 す るが,結 局 は正常 値
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よ り低い値 で一定す る.こ の時が甲状腺剔 出

に よつて惹起 されたV. Cの 合成能力 と消費 量

との不平 衡が再び病的なが ら平 衡状態 を取 り

戻 した時である と述べ て い る.さ らに 伊 藤

氏25)はV. A剤 な るJecoramin 0.5cc pro kilo

を注射 した時の 血液 中お よび皮膚内総V. C量

の消長を見ているが,こ の場合はほ とんど変

化が認め られない と言い,こ れ はV. AとV. C

との拮抗作用は量的に 一定範囲内では現われ

ないので,氏 の場合はV. A過剰投与の域に達

しなか つた もの と推測 され ると報告 している.

以上諸家の報告 より考察 してみ るに, V. A

とV. Cと は一定量以上 にな ると互に拮抗作用

を有 してい るように見え るが,た だそれ だけ

の関係ではな く,た とえばV. Aが 甲状腺 ホル

モンの作用を抑制す るものであ るとして も,

 V. CとThyroxinと の関係 については諸家 によ

り一致せ ず人に より反対の結果を出 している.

これはThyroxinに よつて生体組織の新陳代

謝が旺盛にな ることには異論 はな くて も,家

兎の ごとく自己体内でV. Cを 合成 し得 る動物

では,当 然V. C合 成能 力が旺盛 となる と同時

にまたV. Cの 消費 も盛ん となるはずであつ て,

このThyroxinの 量的関係 と諸組織 の状態 と

によつて,体 内V. Cの 増加 となつ てあ らわれ

た り,反 対に減少を示 した りす るため に時に

よ り色 色の結果が出て来 るのではないだろ う

か.ま た甲状腺機能が減退 した時で も家兎で

はV. Cの 消費 も減少す るかわ りにその合成能

も低 下す る ことが考え られ上記 と同 じ関係が

成立す る もの と思われる.そ れゆえに,V. A

が週 剰に投与 され る時 にはそれに よつて甲状

腺機能が減退 し,上 記の ごとき複雑な結果を

生ず ると言 うだけでな く,そ の過剰V. Aは ま

たR. E. Sの ような ころに貯蔵 され てV. Cの

合成お よび消費になん らかの影響を与える も

の と考えられ,こ の間の関係 はさらに複雑な

もの となつている もの と思われ る.た だしこ

の場合,自 己体内でV. Cを 合成 し得ない動物

にあつてはV. Cの 消費のみが盛 ん とな りV. C

が外か ら補給 されない限 り体 内のV. Cは 減少

す るはずである.

それか らV. A過 剰投与の問題であ るが,今

V. Aの 保健 量としてはRose, Stiebelingお よ

びWagner等 に よれば1日 量成人で5600単

位成長期で11760単 位が最高必要量である

病者に対 して もWendtは バ セ ドー氏病 で も

1日48000単 位で充分 と言つている.そ れゆ

えに2kg前 後の家 兎に10万 単位お よび100万

単位投与は相 当の大量であつ て,一 時的の過

剰投与 と考えて差支えない もの と思われ る.

以上 より本編の実験成績を考察.してみ るに,

まず10万 単位投与の場合,注 射1時 間後では

まだ血液,皮 膚 内共に著明な変化は見 られず

た だ皮膚内においてわずかの増加を示すにす

ぎない.2時 間では血液内の総V. Cは 漸 く増

加の傾向を見せて7.7%の 増加率を示すが,

皮膚内のそれは反対に8.3%の 減少率を示す.

ところが この皮膚 内の値は第3章 第1節 で述

べた ごと く本来ならば或はわずか の増加率を

示 しているのか も知れない ものであ る.つ ぎ

に3時 間に至る と血液内ではV. Cが がぜん急

激に増加 して28.8%と 最高の増加率を示すよ

うになる.け れ ども皮膚内においては増加率

の上 昇は緩 漫であつて6.9%を 示す.5時 間

後には1度 最高点に達 した血液内のV. C量 は

今度は急激に減少 して一挙に6.4%の 増加率

となつて しま うが,皮 膚 内ではなおゆるやか

に上昇 して12.9%と しか し皮膚内では最高の

増加率 となる.そ の後10時 間で血液 内,皮 膚

内共に漸減 して旧に近 くな り24時 間で大体旧

値 に復す るようである.前 述の ごとくV. Aは

V. Cと 拮抗的 であ り,さ らにThyroxinに も

拮 抗 的に作 用す るものであ り, Thyroxinと

V Cと の関係はまだ判然 とは してないけれ ど

も,そ の問に色 色と複雑な問題があ り,和 田

氏 も言 う如 く甲状腺剔 出では一時的に血液 内

お よび皮膚 内V. Cは 増加す るのであ るか ら,

 V. A10万 単位投与では過剰投与 と言つて もま

だ程度が軽 く,投 与 されたV. Aは 徐徐に肝臓

のR. E. Sな どに摂取 される と同時にThyro

xinの 作用をわずかに抑制す る.そ の結果家

兎体内ではV. Cの 合成能はあま り影響を受け

ずに,た だV. Cの 消費が一時的にわずかでは
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あるが抑制 され るのではあ るまいか.そ のた

めに注射後 しば ら くして血液 内にはV. Cが 増

加 して来 るが,V. Aの 影響が弱 くな るにつれ

て甲状 腺 機 能 も回復 し,R. E. Sも 旧に復 し

て来て再びV. Cの 消費が盛 ん とな り,血 液 中

のV. Cは 各臓器組織に移行 して消費 されるた

めに皮膚内に もその一つの 現 わ れ と して総

V. Cが 増加 して来 るが,や が てそれ も注射10

時間後には大体 もとの平 衡状態え戻つて行 く

もの と思われる.

つぎにV. A100万 単位投与 の場合であ るが,

この投与量は相当大量であつて,V. Cの 消長

も10万 単位投与 の場合に比 して余程趣 きを異

にしてい る.す なわち注射後1時 間にして血

液内総V. C量 はすでに38.2%と 最大の増加率

を示 し,以 後2時 間, 3時 間 と比較的速かに

減少 して5時 間後には大凡旧値 に復 している

が,皮 膚内のそれは1時 間2.1%, 2時 間9.4

%, 3時 間19.1%と 漸増 し,5時 間で最大の

増加率38.5%を 示すが,こ れはち ようど血液

内の総V. C量 が旧 に復 した時期に一致す る.

それか ら皮膚内で も比較的急減 して10時 間後

にはやは り旧値 となつ てい る.す なわ ち 大量

のV. Aが 一度に体内に輸入 された ために,

体内のR. E. Sは 急速に填塞 され,か つ各種

臓器組 織の機能障碍 も一時的 に生 じて くるの

は勿論,甲 状腺機能 も一時的に相当強 く抑制

され るであろ うことは想像にかた くない.し

か し肝実質細胞にはあま り影響がないために

V. C合 成能力は左程障碍 されないのみならず,

V. C貯 蔵個所のV. Cも 他の臓器に移動せん と

して一時に血液 中に放 出され るが,ま だ組織

はV. Aの 影響でV. Cを 徐徐にしか摂取 し得

ない.そ こで血液中には一 時 的 に 大 き な総

V. C量 の増加が見 られ るのであろ う.と ころ

がその次には一時的にひき起 された各種臓器

の機能障碍を回復す るため に今後はかえつて

多量のV. Cを 必要 とし,ま たV. Aの 影響が

弱 くなつ て くる と同時にV. Cの 消費は盛ん と

なつ て来て,体 内各臓器組織のV. C含 有量は

急速 に増加 して来 る もの と考え られ る.そ の

一つ のあ らわれ として皮膚内において も時間

が経過す るにつれ て,血 液内のV. Cを 移入 し

てそのV. C含 有量を増 し,血 液内のV. Cが

減少するにつれて皮膚 内のV. Cが 増加 して行

くとい う形を とり,皮 膚内総V. Cが 最高 とな

つた ときには血液 中の総V. C量 が旧値に復 し

てい る.そ して皮膚内に増加 したV. Cも 比較

的急速に消費されて10時 間後 には旧に復 し,

家兎体内のV. C代 謝は再び注射前の平衡状態

に戻る もの と解せ られ るのであ る.

以上V. Aを 過剰に投与 した場合, V. AとV.

 Cと の関係は複雑多岐で一概 には 言われない

が,全 身の臓器,組 織間におけるV. Cの 平衡

状態がそのために一時的 に破壊 され るもので

あつて,そ の一現象 として血液 内お よび皮膚

内において上記 のご とき変化が見 られるので

あろ う.

第5章　 結 論

正常 白色雄性家兎に ヒタ ミンA剤(チ ヨコ

ラA)を 過剰 投与 し,そ の際 の血 液 内 お よび

皮膚 内総 ビタ ミンC量 を1, 2, 3, 5, 10,

 24時 間 と劃 時 的 に定 量 してつ ぎの結 果 を得 た.

1) ビ タ ミンA10万 単位 を 注射 した場合,

血 液 中の総 ビタ ミンC量 は 注 射2時 間後 まで

は著 変 な く,3時 間 で急 激 な増加 を 示 しそ の

増 加 率 は28.8%で あ るが, 5時 問 後 には急 速

に増 加率 が 低下 して6.4%と な り10時 時 後 に

は ほ とん ど旧値 に復す る.皮 膚 内 に おい ては,

1時 間 後3.1%, 2時 間 後8.3%,3時 間後

6.9%と 徐 々に増 加率 は 上 昇 し,5時 間 で 最

高値12.9%を 示 すが,10時 間 後に は血 液 内 の

場 合 と同 様大 体 旧値 に 復す る.

2) ビタ ミンA100万 単 位 を注 射 した場 合,

血 液 中の総V. C量 は す で に1時 間後 に最 高 の

増 加 率38.2%を 示 し,以 後2時 間,3時 間 と

比 較 的急 激 に 減 少 して,5時 間 後に は全 く旧

値 に 復 す る.皮 膚 内に お いて は,1時 間2.1%,

2時 間9.4%, 3時 間19.1%と 比 較 的急 激 に

増 加 し,5時 間 で最 高 の増 加 率38.5%を 示 す.

この場 合 も血 液 内同 様10時 間 で旧 値 に復 して

い る.

3) 上 記 い ず れ の場 合 に も,ビ タ ミンA剤
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注射後 まず血液内総 ビタ ミンCが 増加 し,こ

の血液内の ビタ ミンCが 減少 し始 めてか ら皮

膚内の総 ビタ ミンCが 著明に増加する とい う

像を呈す るが,こ の関係は ビタ ミンA 100万

単位投与の場合に特に目立 つてい る.

4) 以上の実 験 結 果を肝 臓, R. E. Sお よ

び甲状腺等 の機能を介 しての ビタ ミンAと ビ

タ ミンCと の関係か ら推測的説明を試みた.

擱筆するにあたり,終 始御懇篤な御指導と御校閲

を賜つた恩師根岸教授に衷心から感謝の誠を捧げま

す.な お実験上御後援を頂いた日本衛材株式会社に

対し感謝いたします.
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